
請負工事等契約および変更内容
課　　名
担当業務

概要
下水道台帳整備

管路延長 2.42 km
マンホール 83 個
公共桝 104 個

  

所在地

  契約の相手方 名称

代表者

着手 完成

第  変更金額 変更前 変更後

 変更理由

変更前 変更後
回  工     期

第  変更金額 変更前 変更後

２  変更理由

変更前 変更後
回  工     期

1

安来市黒井田町他

広島県安芸郡府中町浜田3-8-15

大成ジオテック㈱広島営業所

所長　森　力

   契 約 金 額 4,070,000円
契約締結日の翌日 令和5年1月31日

下水道課
維持係

種別及び概要 下水道台帳整備

種別

随意契約の理由

既存調書データについて
下水道台帳の調書は、大量の数値の集積であり、コンピュータによる電算処理を行わな
ければならない。また、毎年台帳図及び調書を修正しているが、県や国等の関係機関
へ報告すべき調書は、下水道管渠総延長の集計及び移動集計であり、前年度総延長
との比較のうえ増減延長なども算出しなければならず、必然的に過去のデータとの照合
が必要となり、入札等により不特定業者が作業を行う場合、調書作成のために全管渠
のデータを作成しなければならない。現在は、移動路線部分のみを毎年データ修正し
ていることから、全路線延長データ作成費が不要となる為経費削減を図ることが出来
る。

作成業者変更に伴う集計プログラムの違いについて
調書の作成にあたり使用されるプログラムは各社が独自に開発したものであり、小数点
以下の処理方法などに差異がみられる。そのため業者変更に伴い全延長や面積の集
計において誤差が生じ、正確な経年異動量の把握が困難になる。また、その差の程度
によっては、各路線の差を取りまとめ、それぞれについて告示を行うなどの処理が必要
となる。
以上を踏まえ、これまで「下水道台帳（安来公共）」を受注してきた当該業者との随意契
約を締結するもの。

契　約　名 下水道台帳整備業務（安来公共）

施　行　場　所


